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㸰㹃㸯㸱�

ᕞ大学におけるࣜサーチ・アドミࢽストレーション 

システム構⠏のྲྀ⤌  

 

 
 ゅ田ⱥ之（ᕞ大学）ۑ

 

 

 
㸯㸬はじめに 

 ᕞ大学はࠊ研究ᡓ␎の総ᣓ的ᨭを行うためࠊ

平成㸰３年ᗘから学術研究推㐍ᨭ機構（以ୗ

「㹓㹐㸿機構」と表グ。）をタ置しࣜࠊサーチ・

アドミࢽストレーションシステムを構⠏するྲྀ

⤌を㐍めている。㹓㹐㸿機構ではࠊ研究ᡓ␎の

⏬立ࠊ研究プロジ࢙クトの⟶⌮㐠Ⴀࠊ▱的㈈産

の⟶⌮及び活用ࠊ研究関連事ົᨭ➼を୍体的に

ᢸっている。平成㸰㸲年ᗘからは文部科学省の⿵

ຓ事業も活用しࣜࠊサーチ・アドミࢽストレータ

ー（㹓㹐㸿）を⫱成・確ಖし「世界的研究ᣐ点整

ഛ」を┠指したྲྀ⤌を㐍めている。 

 

㸰㸬これまでのྲྀ⤌ 

 ᕞ大学ではࠊ研究ㄢ題に応じて必要な研究チ

ームを⤌⧊しࠊまたࠎྛࠊの研究者が研究に㞟୰

できる⎔ቃを整えるためࠊ研究ᡓ␎⏬ᐊࠊ▱的

㈈産本部（産学ᐁ連ᦠ⤌⧊）及び≉定大型研究ᨭ

ࢭンター➼の整ഛを㡰ḟ㐍めてきておりࠊ研究

ᣐ点ᙧ成➼の大型プロジ࢙クト研究の推㐍にお

いて㹓㹐㸿┦ᙜ⫋が㔜要なᙺを果たしてきた。

（㸸最ඛ端研究開発ᨭ（FI5ST）プログラムࠊ

世界トップレベル研究ᣐ点�:PI�プログラムࠊ最

ඛ端・ḟ世代研究開発ᨭ（NE;T）プログラムࠊ

ඛ端技術実ド・ホ౯タഛ整ഛ費➼⿵ຓ㔠（技術の

ᶫΏしᣐ点整ഛ事業）ࠊ科研費≉別推㐍研究➼） 

 
ᅗ㸯㸬学術研究推㐍ᨭ機構の⤌⧊ᅗ 

 

 大型プロジ࢙クトࡸ競争的プログラムにおけ

る⏬・資㔠の⋓ᚓ・㐠Ⴀ・ᗈ報➼の୍連の活動

は୍ࠊ人の研究代表者によって⏬・㐠Ⴀできる

ものではなくなっておりࠊᙺ分ᢸした」数の人

ဨをまとめຠ⋡的に㐠Ⴀできるチームが必要と

なっている。このチームసりにおいて横⣒にᙜた

るᙺを㹓㹐㸿としてᤊえࠊ㹓㹐㸿を⤌⧊的に活

用するためࠊ既存の学術研究推㐍に関わる⤌⧊と

産学ᐁ連ᦠ推㐍に関わる⤌⧊を⤫合しࠊ㹓㹐㸿機

構をタ置した（ᅗ㸯）。 

 㹓㹐㸿機構はࠊ研究ᢸᙜ⌮事が機構長となりࠊ

研究ᡓ␎⏬部㛛ࠊ産学ᐁ連ᦠ部㛛ࠊ事ົᨭ部

㛛の３ࡘの部㛛で構成されࠊ研究ᡓ␎の⏬立ࠊ

研究プロジ࢙クトの⟶⌮㐠Ⴀࠊ産学ᐁ連ᦠࠊ▱的

㈈産の⟶⌮及び活用ࠊ研究関連事ົᨭ➼を୍体

的にᢸうことによりࠊ学術研究活動をຠ⋡的にᨭ

するものである。㹓㹐㸿は㹓㹐㸿機構に所ᒓしࠊ

学ෆの関係部ᒁࠊ事ົᒁ関連部ㄢと連ᦠして研究

ᨭを行う（表㸯）。 

 

表㸯㸬㹓㹐㸿機構のྛ部㛛の⫋ົෆᐜ 

 
 

３㸬文部科学省のシステム整ഛ事業によるྲྀ⤌ 

 平成㸰㸲年ᗘからࠊ文部科学省の「ࣜサーチ・

アドミࢽストレーターを⫱成・確ಖするシステム

の整ഛ」事業を活用しࠊ㹓㹐㸿を新つに㞠用・⫱

成しࠊᑓ㛛ᐙ㞟ᅋとして定╔さࡏることでࠊ研

究・⏬ᨭ機⬟の୍ᒙのᙉ化・㧗ᗘ化をᅗりࠊ

世界的研究ᣐ点の整ഛを┠指している。 
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㸺㹓㹐㸿のᙺと㔜点的㓄置㸼 

 㹓㹐㸿機構にプレア࣡ードを୰心にᢸᙜする

㹓㹐㸿を新つに㓄置しࠊᡓ␎的な研究を実施する

体ไをᙉ化しࠊ大型プロジ࢙クト研究を数ከく⋓

ᚓするとともにࠊあわࡏて⿵ຓ事業⤊ᚋもᣢ続

ྍ⬟な㹓㹐㸿システムの構⠏を┠指している。 

 ⿵ຓ事業により㞠用される㹓㹐㸿はࠊ学ෆの㹓

㹐㸿┦ᙜ⫋ࠊ研究部ᒁࠊ事ົᒁ➼と連ᦠしࠊⴌⱆ

的・᥈⣴的なᇶ♏研究から研究成果の活用など産

業界のᶫΏしに⮳るまでのすべてのイノベー

ション・フ࢙ーࢬをシームレスにカバーするとと

もにࠊ科学技術人材関連の施策➼の分野横᩿的な

研究システム改革プログラム➼に⮳るまでࠊ第㸲

期科学技術ᇶ本計⏬に示される㔜要ㄢ題の本

学の対応をࠊ㹓㹐㸿がチームでᨭする体ไ�ᅗ

㸰�を整ഛしࠊᖜᗈい研究分野と研究の段階に応

じた最㐺なサポートを提౪することを┠指して

いる。 

 
ᅗ㸰㸬㹓㹐㸿のᙺ分ᢸの考え方 

 

㸺期ᚅされるຠ果㸼 

 本事業で㹓㹐㸿による研究ᨭ体ไを整ഛす

ることでࠊ本学における研究活動の活性化ࠊከᵝ

化をもたらしࠊこれまで以ୖにຠ果的に国ࡸ産業

界からのእ部資㔠を⋓ᚓすることが期ᚅされる。

またࠊ研究者は本᮶の研究にᑓ念する㛫を確ಖ

することになりࠊより造的な活動に࢚フ࢛ート

をὀぐことがྍ⬟となる。さらにࠊ研究⏬の段

階から⤌⧊的に情報㞟・分析を行う⤌みを構

⠏することでࠊ本学としていかなる分野の研究に

ྲྀり⤌ࡴべきかࠊ本学がᙉみとしている分野はな

にかといった研究ᡓ␎⏬立の際のពᛮỴ定

をサポートしࡦࠊいては本学体の研究活動の㧗

ᗘ化・ຠ⋡化に資することが期ᚅされる。 

 

㸲㸬㹓㹐㸿のࣜࣕ࢟アパスの考え方 

 㹓㹐㸿が業ࡸ大学ࠊ研究機関➼で研究経験ࡸ

▱的㈈産➼のᑓ㛛▱識を᭷する者としてのᑓ㛛

性をಖࡕながらもࠊᗈい分野にΏる見識をᣢࡘ者

となるよう経験を✚まࡏる。㹓㹐㸿が㈐௵ある立

ሙにᑵくことでࠊプロジ࢙クトにཧ加することに

自らが⏕き⏥ᩫを見いだしࠊさらにࡑの経験ࡑの

ものがࣜࣕ࢟アアップに⧅がるシステムを構⠏

する。 

 እ部機関（省ᗇࠊ⊂ἲ➼）との人事異動・流

にࡘいてはࠊ研究ᡓ␎⏬部㛛➼において既に実

⦼があるがࠊ新つ㹓㹐㸿にもእ部機関との人事異

動・流をࣜࣕ࢟アパスの㑅ᢥ⫥として考えてい

る。 

 またࠊ経験を㔜ねた᭷⬟な㹓㹐㸿はࠊシࢽア㹓

㹐㸿として大型プロジ࢙クトの㐠Ⴀにも主体的

にཧ⏬できるようにしࡑࠊのᚋも᭦なる᪼㐍がྍ

⬟となるようにする。 

 ᚋはࣜࣕ࢟ࠊアパスのึ期段階としてࠊ㹓㹐

㸿よりⱝᡭのアシスタント㹓㹐㸿のポストをタ

けࠊ業ࡸ大学ࠊ研究機関➼におけるⱝᡭの人材

が᪩期に㹓㹐㸿を┠指すことをᨭするྲྀ⤌を

᳨ウする。᪩期に㹓㹐㸿としてのࣜࣕ࢟アをスタ

ートさࡏることでࠊより㧗いᑓ㛛性を᭷する㹓㹐

㸿を⫱成することがྍ⬟になるとともにࠊ大学と

しての㹓㹐㸿のᏳ定的な人材確ಖにも資すると

考えている。 

 本事業により採用された㹓㹐㸿はࠊ研究プロジ

ジ࣓ントࢿマࠊイノベーションฟࠊ⏬クト࢙

などの経験を✚みࠊ業ົ㐩成ホ౯及び必要なス࢟

ルの⋓ᚓ状況をᑂ査したୖでࠊᚋᑟ入される新

㹓㹐㸿㞠用ไᗘにᇶ࡙きᏳ定的に㞠用する。 

 ᑗ᮶はこのࣜࣕ࢟アパスに係るྲྀ⤌を✚ᴟ的

に国に情報発信しࠊ国的な㹓㹐㸿のス࢟ルᶆ

 。㹓㹐㸿資᱁ไᗘのస成にも㈉献するࡸ‽

 

 
 

ᅗ３㸬㹓㹐㸿のࣜࣕ࢟アパスに関する構 

 

㸳㸬㹓㹐㸿の⬟ຊ開発 

 㹓㹐㸿システムの定╔にはࠊ㹓㹐㸿が期ᚅされ

た活㌍をしࠊ実⦼を示すことがなにより㔜要であ

る。このためࠊ㹓㹐㸿システムのᣢ続的な定╔に

とってもࠊ新つ採用あるいはⱝᡭ㹓㹐㸿の⬟ຊ開

発はᴟめて㔜要である。 

 ⥅続的な㹓㹐㸿の⬟ຊ開発のためࠊ㹓㹐㸿機構
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ෆのྛ部㛛のローテーションࠊ研究現ሙでの研ಟ

及び学ෆእでのྛ✀ᩍ⫱研ಟ（ㄒ学研ಟࠊ⡙グ研

ಟࠊ情報ฎ⌮研ಟ）を計⏬的に実施する。またࠊ

新しい㹓㹐㸿㞠用ไᗘのᑟ入にేࡏてࠊ㹓㹐㸿を

⫱てる本学⊂自の⬟ຊ開発プログラムを策定す

る。「ス࢟ルᶆ‽のస成」（ᮾி大学）ࠊ「研ಟ・ᩍ

⫱プログラムのస成」（᪩✄田大学）➼のྲྀ⤌み

と合わࠊࡏᑗ᮶的な本学の㹓㹐㸿⬟ຊ開発プログ

ラムの୰に置࡙ける。 

 

㸺ジョࣈ・ローテーション➼による⬟ຊ開発㸼 

 㹓㹐㸿に㹓㹐㸿機構の業ົのྛ部㛛を経験さ

的▱ࠊジ࣓ントࢿ研究⏬・マࠊることによりࡏ

㈈産⟶⌮ࠊ㈈ົ・人事⟶⌮などのᗈ⠊なス࢟ルを

で体ᚓする機会を提౪する。㹓ࣈジョ・ࢨ・ン࢜

㹐㸿に横⣒としてのᙺを果たさࡏながらࠊ研究

ᨭに関する▱見・ノウࣁウを⋓ᚓさࠊࡏ業ົの

ᑓ㛛的⬟ຊに加えてከᵝなሙで造的な成果を

⏕みฟす⬟ຊをၨ発する。（ᅗ㸲） 

  

 
ᅗ㸲㸬ジョࣈ・ローテーションの考え方 

 

 またࠊ㹓㹐㸿のࡑれまでの経験に応じࠊ学ෆの

研究ᐊࡸ研究ᣐ点に୍的にཧ⏬しࠊ現ሙのⱞປ

を経験するとともにࠊ研究活動の状況をᢕᥱしࠊ

研究マࢿジ࣓ントの方ἲ➼を体ᚓさࡏることも

᳨ウしている。 

 

㸺大学㝔ࢥースによる⬟ຊ開発㸼 

 本学の大学㝔ඹ通ᩍ⫱科┠のᒚಟ➼もࠊ㹓㹐㸿

ᩍ⫱プログラムの第୍段階の「ᗙ学ᩍ⫱」として

置࡙ける。ᚑ᮶から本学ではࠊከᵝな「ᕞ大

学大学㝔ඹ通ᩍ⫱科┠」を置きࠊビジࢿスࠊ科学

技術政策ࠊ産学連ᦠ・▱的㈈産➼さまࡊまな分野

にࡘいてࠊ学ෆእ者によるㅮ⩏を行っておりࠊこ

れらを通じてᙉいពᛮと㧗いᑓ㛛性を᭷する㹓

㹐㸿を⫱成する。 

 

㸴㸬ホ౯のྲྀ⤌ 

 㹓㹐㸿のホ౯にࡘいてはࠊእ部᭷識者をྵࡴホ

౯ጤဨ会をタけࠊ業ົ㐩成┠ᶆのタ定とࡑࠊれに

ᇶ࡙くホ౯を計⏬している。えばእ部資㔠⋓ᚓ

業との連ᦠ実⦼などのファクトࠊࡸの㈉献ᗘ

がಶࠎの㹓㹐㸿に対する୍ࡘのホ౯指ᶆになる

と考えている（表㸰）。 

 ホ౯結果は㹓㹐㸿にフードバックしてಶࠎ

の㹓㹐㸿業ົ改善をಁすとともにࠊ㓄置ࡸฎ㐝に

㐺ษにᫎさࠊࡏ㹓㹐㸿のインࢭンテࣈとなる

よう考៖する。 

 

表㸰 㹓㹐㸿のホ౯㡯┠（） 

 
 

㸵㸬情報発信のྲྀ⤌ 

 本学の㹓㹐㸿の活動実⦼ࡸᩍ⫱・研究・♫会㈉

献➼に与えたインパクトを国ෆእに向けてࠊタイ

ムࣜーに分かりࡸすい言ⴥで࣍ࠊーム࣌ージࠊパ

ンフレット➼ᵝࠎな፹体を用いて発信すること

によりࠊ㹓㹐㸿の活㌍をᗈく学ෆ・学እに࿘▱す

ることとする。 

 またࠊ本学の㹓㹐㸿システムの㐠用経験ࠊ年ᗘ

公開のシンポジウムを開催して学ࠊとの㐍展をࡈ

ෆ・እ関係者とඹ᭷する。本学とྠᵝに㹓㹐㸿シ

ステムの整ഛを㐍める大学➼との合ྠでのシ

ンポジウム➼も᳨ウする。 

 これらのᡭ段によってࠊᵝࠎなᕤኵをจらした

本学のࣜサーチ・アドミࢽストレーションシステ

ムを公表しࠊ研究開発機関における㹓㹐㸿システ

ムのព⩏をᗈめࠊ国的な定╔に資するとともにࠊ

ᑗ᮶的に㹓㹐㸿を┠指す人材の〈野拡大に㈉献

する。 

 

㸶㸬おわりに 

 ᕞ大学での㹓㹐㸿システムを活用した「世界

的研究ᣐ点整ഛ」を┠指すྲྀ⤌はࠊまだ㏵୰段階

でありࠊいかにして成果をあࡆていくかが問われ

ることになる。㹓㹐㸿が研究者と༠ຊしながら研

究プロジ࢙クトを推㐍しࡑࠊの研究成果にᇶ࡙きࠊ

さらにḟの新しい研究プロジ࢙クトを展開する

といったࠊ㹓㹐㸿ຠ果のプラスのᚠ⎔を⏕みฟࡏ

るかがࠊ㹓㹐㸿定╔の㘽になると考えている。 

 

（本報告はࠊᕞ大学におけるྲྀ⤌᳨ࡸウをᇶに

しているがࠊㅮ₇者自㌟の見ゎもྵまれておりࠊ

所ᒓする⤌⧊の見ゎではありまࢇࡏ。） 

 




